
日本の工業地域の中でも特異な存在といえよう｡

知多半島中南部の地理学的考察

特に地域構造について

伊 棄 洋 子

海上交通か主だ った時代vcは半島は栄えたか,陸上交通か盛んになるvcつれ,半島は停滞気味であっ

た.それが近年の産業 .経済の発展に伴ない新たに変容してきた.いかなる自然環境のもとに,いかな

る特色があり,いかVC変容し,いかなる地域構造を呈 しているのかを知多半島について考察した｡

fieldは知多半島の中南部,つまり名古屋市から約30- 55kTnにあり,行政区は半B]市･常滑市･

武豊町 .美浜町 ･南知多町で面積計約200km2 ,^口計約20万である.

地形は丘陵性で北部は低く南部か高く(80-12077L)40-500 の急傾斜で海浜に迫 っている｡

･｣､河川に沿って低地かはば東西にのぴて開門されている｡古い地層はど南方に現われ新第三紀層の知多

層群,常滑層群の上に第4紀層の武豊砂磯層か重なり,その上に海成 ･河成の段丘砂棟 と沖積世の砂 ･
()

硬 ･粘土などが不規則vc重なっているo気候は暖流の影響で年平均気温は15 内外と比較的恵まれて

いるが降水量は1500-17007花mで表日本式気候としては少なく,丘陵性の半島で河川か細流0)ため

乏水性を帯び愛知用水通水(1961年 )以前は水不足に悩まされた｡愛知用水は農業用水を第一義とし

ていたか本地域では上水道用水としての意義か大きい｡

土地利用をみると河川の流域及び丘陵の谷間の押横地に水田,段丘又は丘陵の中腹に畑と山林が散在

し,近年衣浦湾沿岸 に工場用地造成のための埋立地の増加 かつての桑園の果樹園-の転換 又住宅地

化等顕著な傾向かある｡

圏構造の形成 (図 )

本地域において,その産業構造や人口の増減等から行

政区画vcよって三地理区を仮設し,各地理区の特色 一

衣浦湾沿岸地区では繊維工業と醸造業 伊勢湾沿岸地区

では製陶業,岬端地区ではみかん農業と漁業 - を考察

すると｢丘陵性の半島｣という地理的条件か一因となって発

展したことかわかるっ最近の変容として衣浦湾沿岸の工

業化 一 臨海工業地帯の立地 - ,伊勢湾沿岸の都市化

- (名古屋南部臨海工業地帯の影響による)常滑市周

辺の住宅地化 - ,岬端地区の観光地化 一 農業･漁業

と結合 した観光業の発展 - があげられるo

ここで本地域の地域構造を考えてみると衣浦湾を中心

とした圏構造 一 臨海部vc重化学工業,その奥に軽工業･
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伝統工業か立地 し,その奥vc住宅地及び農耕地が拡かっているとい う帯状構造が海により切断された圏

構造 - か認められ,又一方 常滑市周辺は衣浦湾地域よりもむしろ名古屋方面との関連か深 く,衣浦

湾の場合と同様,伊勢湾を中心とした圏構造の一部の軽工業 ･伝統=業地帯に属ずると考え細 るO 又岬

端部は中京地区のレクリエーション地区として圏構造の最も外郭にあると考えられる｡以 上のように本

地域の地域構造は衣浦湾及び伊勢湾を中心とする二つの圏構造であると言える｡

房 総 半 島 西 南 部 の 地 理 学 的 考 察

遠 藤 規 子

木論文では,一地域を地誌的にとり上げ,その地域性を明らかにすることを目的とした.主産業たる

農業を中心に考察し, さらに農業を通して他産業 すなわち漁業及び近年海岸部の農村に大きな影響を

及はしている観光業について述べた｡

調査地域は,房総半島の西南部で,北部は銀山,南部は館山平野に限られ,西部は東京湾vc面してい

るo地域の大半か丘陵地で,その中に′｣＼平地 小河谷が介在している｡若い地質時代の隆起運動vcより

数段の海岸段丘,河岸段丘の発達をみる｡

第一次産業を主体とし,東京内湾にみられるような工業地域造成も行われず, また,都市化の波 もま

だ及ばない地域である｡他の南房総地域の市町村同税 人口は漸次減少 し,農家数も減少 している｡た

わ,離農vcよる人口流出は顕著VCは起 っていない｡

農業からみれば,京浜に対する遠郊農業地域と言 うことかできる｡ 地形の制約で, 1戸当 り平均耕地

面積が, 71.6 aと狭いので,′｣､面積でも収益性の高い作目をとり入れている｡ 専業経営は少 く, 2-

3種類の作物を組み合わせて経営している｡農業センサス旧大字別統計(S.40年)憩吏用L/I.作目の組

み合わせから15地区vc農業地域を分けることかできた｡地形及び気候条件か地域内で複雑vc変化 して

いることか,農業土地利用を変化に富ませている原因の一つであると考えられる｡また 富浦のビワ栽

培地では局地気候を うまく利用して農業が行われていることか,南無谷vcおける日長低気温の観測結果

からも明らかとなった｡

節光業については,昔から地域の住民か宿を提供することによって観光地化の主体的推進者としての

一翼を担 ってきた｡海水浴場地という季節的な観光地であるので,農家,漁家の兼業として民宿が行わ

れている｡民宿は夏季だけで相当まとまった現金収入か得られるので,兼業としては割の良いものであ

るo 海水浴客の増加にともなって,民宿は海岸部はば全域にわた り行われてお り,海岸地域の農業や生

活に様々な影響を及ぼしている.内陸部vcをも たいした観光資源かないこと,海に近いということが民

宿業を発展せしめた一大原因であること,ここ2- 3年 日帰 り客が増えつつあることなどからして,氏

宿が内陸部までひろかっていくということはあまり考えられない｡

次vq 漁業は本地域vcおいては,外房地域と比較するとさかんではなく,小規模な沿岸漁業が大半を
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